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地圏情報棟落成･======コ======コ==========:===

加藤磧一(首席研究官)

固山崎浩(総務都)

待望の地圏情報棟が完成し,去る6月22目その

所外へのお披露目の見学と落成祝賀会が催されまし

た.所内22名を含む全76名の多数の出席を得て盛

大に行われ,今後の情報化へむけて一段と弾みがつ

くことが期待されています.記念品として地質調査

所初のCD-ROM出版｢100万分の1地質図(第3

版)｣が希望老に進呈され,好評を博しました.ま

た,名古屋工業技術研究所の近藤晴彦所長及び中国

工業技術研究所の塩沢孝之所長より祝電をいただき

ました.

見学は,2班に分かれて行われ,地圏情報棟の地

質情報センタｰ･国際協力室･地質標本館関係の方

々によってテキバキと説明･案内が行われました.

先ず3階国際セミナｰ室で100万分の1日本地質図

CD-ROMの実演及びビデオr雲仙普賢岳一1990年

からの噴火と観測｣が地質情報センタｰの長谷川功

情報解析課長と池田国昭地形情報課長によって紹介

然坤時沽
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写真1｢地圏情報棟(CenterforGeosphereInformation)｣
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されました.2階では国際協力室関係でr東アジア

自然災害図プロジェクト｣(加藤碩一首席研究官),

｢アジア地域のディジタル･マッピング･プロジェ

クトの進捗状況｣(国際プロジェクト課脇田浩二主

任研究官),｢海外調査におけるリモｰトセンシング

の利用例｣(国際地質課山口靖主任研究官及び土

田聡研究員)によって説明されました.1階では

地質標本館所蔵の代表的標本,登録標本の収蔵状況

及び登録標本の管理状況について地質標本館の豊

遥秋館長,牧本博地質標準課長及び松江千佐世地

質標準専門職によって説明されました.

見学老の大部分は普段地球科学とはあまり関連が

ない分野の方々なので,活発な質問もでて興味深く

見ていただけたようでした.

落成式は5時より別棟会議室で次の式次第で行

われました.
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